
進路指導部 奨学金担当より 

○大学・専門学校などの教育費について､ご家庭で相談していてください。 

 

日本政策金融公庫の調査（※）によれば、子供 1人が高校に入学してから大学を卒業するまでの間、保護者が

支出した教育費の総額は、平均して 935 万円となっています。また、自宅以外の賃貸アパートや学生寮を利用し

なければならない場合は、さらに住居費や生活費などの自宅外通学の支出が加わります。見通しを持って進学手

続きを進めていくために、自分たちで全ての費用をまかなうのか、奨学金制度を利用するのか、教育ローンを組

むのか等、具体的な話をご家庭でなさってください。 

大学卒業までに必要な入在学費用（子供 1人当たりの費用（年間平均額の累計）） 

  

           資料：日本政策金融公庫「教育費負担の実態調査結果」（平成 29 年度） 

 

○奨学金も教育ローンも､返済時のことを考えて利用を計画してください。 

 奨学金 教育ローン 

借り主／返済主 学生本人 保護者 

借り方 毎月・定期 定額で振り込み 一括で振り込み 

利息 在学中は発生しない 借りた翌日から発生 

返済開始 卒業後から 借りた翌月から 

補足 日本学生支援機構など 国の教育ローン（日本政策金融公庫）と民

間の教育ローンがある 

 

○ＪＡＳＳＯ（独立行政法人 日本学生支援機構）が実施する予約奨学金の手続きは５月末～６月の予定です。マ

イナンバーのＪＡＳＳＯへの郵送（各自）等、必要書類があります。追ってご連絡いたします。なお、実際に給

付または貸与を受けるのは進学後となりますのでご留意ください（振込完了期日を考えると，入学金には充てら

れません）。                   参考： https://www.syougakukin.net/ 奨学金ガイド 

https://shogakukin.jp/ 奨学金なるほど相談所 

その年の費用 

前年までのトータル 

https://www.syougakukin.net/
https://shogakukin.jp/


【奨学金制度のしくみ】 

国や地方自治体、民間団体のほか、学校単位でも独自の奨学金制度を設けています。各奨学金の申し込み基準

や審査をクリアすれば、誰でも「進学に必要な金銭的サポート」が受けられる仕組みです。 

このほかにも、学生の能力に合わせた奨学金制度、交通災害遺児のための奨学金、海外留学のために給付され

る特別な奨学金制度があります。 

 

【給付方法は二種類】 

奨学金制度は、大きく分けて２つに分類できます。 

 １つ目は、貸与（たいよ）と呼ばれる給付の方法で、名前の通り「学費を借りる」奨学金制度です。２つ目は、

給付（きゅうふ）と呼ばれる方法で、返済の必要がない奨学金制度です。 

 「貸与型」奨学金制度にも、貸し付け利息が付くもの（有利息）と、利息の付かないもの（無利息）の二種類が

存在します。 

 

貸与型奨学金の返還は、学校の卒業後に返還できる制度と、学業と両立して働きながら返還できる制度があり

ます。また、給付（きゅうふ）型の奨学金であれば、返還する義務は生じません。 

 卒業後の返済負担を少なくしたい方は、給付型の奨学金制度を優先しましょう。給付型の奨学金を利用すれば

返済義務は生じません。ただし、利用額はそれほど大きくないので金額をしっかり調べてください。 

また、新聞奨学生のように、「給与を受けながら進学できる給付型の奨学金制度」も利用できます。学費の負担

を無くして借りたい方は、新聞奨学生のように「働きながら進学」する制度（原則、学費の返還義務は無し）を

利用しましょう。 

 

最初に「利用したい奨学金」を決めて、申し込みをしましょう。各自治体、民間団体のほか、進学先の学校が

設ける奨学金などさまざまな制度があります。ＪＡＳＳＯの奨学金を利用することも可能ですが、卒業後には一

定の猶予期間（6カ月）を経て、学費を返還する義務が生じます。 

 

保護者が申し込む場合、銀行や金融機関の教育ローンも利用できますが、利息の負担が多く、返済（ローン借

入）の総額は大きくなるので注意が必要です。 

 

【審査について】 

奨学金は、学生の成績や家計の状況を見て、慎重に審査が行われます。給付型、利息なしの奨学金制度は、申

し込み者が多いことから、審査のハードルは高めに設定されています。 

 

教育ローンを利用する場合、申し込み者である保護者の経済状況、過去のローン利用履歴、現在の借入状況な

どをもとに、審査の可否が決定されます。 

 

「新聞奨学生」のように、働きながら進学するタイプの奨学金は、本人の進学の意思や就労の意思、申込書類

の内容を見て奨学生を決定しています。新聞奨学生の場合は、新聞店の仕事に従事するという条件もあり、民間

団体の奨学金や地方自治体の奨学金、第一種奨学金（利息のない奨学金）よりも、借りやすい条件が整っていま

す。 

 

参考： https://www.syougakukin.net/ 奨学金ガイド  

   https://shogakukin.jp/ 奨学金なるほど相談所 

https://www.syougakukin.net/
https://shogakukin.jp/

